
２００７年８月３０日 
ガイドライン事務局 

 

 

環境社会配慮ガイドライン策定委員会 

ガイドライン第Ⅱ部に関するワーキンググループ開催報告 

 

 

１． 日 時： ２００７年８月２８日（火） １４：００～１６：００ 

 
２． 参加者：満田委員、宮崎委員 

        ジェトロ側 山田総務部長、ガイドライン事務局（藤崎、植田） 

 

３． 配布資料： 

①ジェトロ環境社会配慮ガイドライン第Ⅱ部（案） 

 （7/28WG 統合案を委員会におけるコメントを反映させ満田委員が修正したもの） 

②第Ⅱ部 貿易・投資促進業務における環境社会配慮（案）  （ガイドライン事務局作成） 

③上記、両案の比較表  （ガイドライン事務局作成）  

 

４．ディスカッションのポイント 
① 貿易投資促進事業における環境社会影響の回避の部分も、ジェトロにとっての(C)SR と
してとらえることができるのではないか。また、ジェトロ事業は大部分が企業を支援するも

のであることから、ジェトロ自身のやるべきことと企業の CSR 支援とをガイドラインの構
成の上で明確に分けるのは難しいのではないか。 

 
② ガイドラインの内容は、それを読むジェトロ職員や企業の人達にとって論旨が明確である

べき。その点において、１）基本的な考え方、２）事業主体としてのジェトロがどのように環

境社会配慮に取り組んでいくか、３）さらに、グッドプラクティスの支援や CSRに関する普
及・啓蒙活動を行っていく、という構成でまとめる方が、中身がすっきりとして分かりやす

いのではないか。 
 
③ 最初の基本的な考え方の中で、理念的なものをしっかりさせておくことが重要。統合案の

修正版の中で、4 点の基本的な考え方について述べているのは、強調の意味もある。ま
た、これらの 4 点については、全体のバランスの問題もあることから、「基本的な考え方」
に続く「実施方針」という位置付けにすることも考えられる。 

 
④ 公的な機関の中でもジェトロは最も企業との接点がある。企業の CSR に対する支援は
ジェトロの活動な重要な柱となり得る。 

 
上記の議論を受けて、事務局案についても修正を検討した上で、次回委員会において第

Ⅱ部の構成と内容について議論を続けることとなった。 
 

以 上 


